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就学前児童・小学生児童の保護者対象ニーズ調査 

子供の育ちをめぐる環境について 

就学前 問６ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に、もっとも影響すると思われる環境は

次のうちどれですか。（選択はいくつでも） 

子育てに、もっとも影響すると思われる環境についてみると、「家庭」が 94.7％と最も高く、次いで

「認定こども園」が 36.1％、「地域」が 26.5％となっています。 

前回調査と比較して、「認定こども園」では 15.0ポイント、「地域」では 14.4ポイント高くなってい

ます。 

 

  

94.7 

26.5 
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24.2 

26.2 
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地域

認定こども園

幼稚園

保育所

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,030） 前回調査（N=1,155）
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小学生 問６ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に、もっとも影響すると思われる環境は

次のうちどれですか。（選択はいくつでも） 

お子さんの子育てにもっとも影響すると思われる環境についてみると、「家庭」が 94.8％と最も高く、

次いで「学校」が 81.5％、「地域」が 27.0％となっています。 

前回調査と比較して、「地域」では 15.5ポイント、「放課後児童クラブ（若竹学級等）」では 6.6ポイ

ント高くなっています。 

 

 

子育てや教育に影響すると思われる環境として、「家庭」が最も高くなっており、これは前回調査時点

とほぼ同水準となっています。一方、就学前児童、小学生共に「地域」の割合が高くなっています。 

「地域」と答えた方について、各設問についてのクロス集計をみたところ、特に回答に優位性のある

結果は見られませんでした。 
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不明・無回答

今回調査（N=697） 前回調査（N=688）
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保護者の就労状況に伴う保育の必要性について 

家庭類型について 

国が示す「量の見込み」の算出方法に基づき、両親の働き方に応じてＡからＦまで８種類の家庭類

型を区分します。 

潜在的家庭類型は、近い将来の就労状況の変化等によって生じる保育ニーズを勘案するためのもので

す。（（※但し、近い将来の予定をお聞きしていますが、現実的か否かの判断が難しいものでもあります。） 

 

 

※家庭類型Ａ型：ひとり親家庭 

家庭類型と保育の必要性の関係 

類型 保育の必要性 

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ あり 

Ｃ´，Ｅ´，Ｄ，Ｆ なし 

 

 

 

家庭類型についてみると、全体では「保育の必要性あり」が 65.6％、「保育の必要性なし」が 32.5％

となっています。子供の年齢問わず「保育の必要性あり」が６割台となっています。 

 

※家庭類型を元に、認定こども園、保育所、幼稚園等の利用ニーズを算出しますが、保育・ 教育施設の

利用意向、育児休業の利用状況等を勘案してニーズ量を算出するため、上記の割合がそのまま施設の

利用希望者数となるわけではありません。 
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育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

就学前 問 26 あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を取得

しましたか。（選択は１つ） 

育児休業を取得状況についてみると、母親では「取得した【取得期間：□日】」が 37.9％と最も高く、

次いで「働いていなかった」が 37.2％、「取得していない（妊娠・出産を理由に退職した方を含む）」が

12.7％となっています。 

父親では「取得していない（妊娠・出産を理由に退職した方を含む）」が 79.3％と最も高く、次いで

「取得した【取得期間：□日】」が 15.5％、「働いていなかった」が 0.7％となっています。 

前回調査と比較して、母親では「取得した【取得期間：□日】」では 13.7ポイント高く、一方で「働

いていなかった」では 10.0ポイント低くなっています。 

父親では「取得した【取得期間：□日】」では 10.7ポイント高く、一方で「取得していない（妊娠・

出産を理由に退職した方を含む）」では 7.6ポイント低くなっています。 

 

 

問 26の調査結果から、母親の「働いていなかった」の割合は減少しており、共働き家庭が増えてい

ることがうかがえます。また、母親、父親ともに「（（育児休業を）取得した」の割合が高くなっている

ことから、育児休業の取得が進んでいることがわかります。 

家庭類型及び潜在的家庭類型を踏まえると、保育の必要性のある家庭は増加傾向にあることがうかが

えます。 
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取得した【取得期間：□日】

取得していない（妊娠・出産を理由に退職した方を含む）

不明・無回答
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取得していない（妊娠・出産を理由に退職した方を含む）

不明・無回答
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地域子育て支援拠点事業の利用状況について 

就学前 問 14 あて名のお子さんは、地域子育て支援拠点事業を利用していますか。もしくは利用

したことがありますか。（選択はいくつでも） 

地域子育て支援拠点事業の利用状況についてみると、「利用していない」が 69.3％と最も高く、次い

で「地域子育て支援拠点事業」が 29.0％、「その他類似の事業」が 1.6％となっています。 

前回調査と比較して、「地域子育て支援拠点事業」では 17.4ポイント高く、一方で「利用していない」

では 16.0ポイント低くなっています。 

 
就学前 問 15 地域子育て支援拠点事業について、今後、利用したいと思いますか。 

地域子育て支援拠点事業の利用意向についてみると、「現在利用しておらず、これからも利用したい

とは思わない」が 41.4％と最も高く、次いで「現在利用していないが、できれば今後利用したい」が

33.5％、「現在利用しており、今後も同じように利用を続けたい」が 13.6％となっています。 

前回調査と比較して、「現在利用していないが、できれば今後利用したい」では 6.6ポイント高く、一

方で「現在利用しておらず、これからも利用したいとは思わない」では 5.0ポイント低くなっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点事業については、市内 10 か所に設置しており、前回調査時点よりも利用率は高

くなっています。また、利用意向についても（「現在利用していないが、できれば今後利用したい」の割

合が高くなっていることから、今後も利用率が高まることが予想されます。一方、「現在利用しておら

ず、これからも利用したいとは思わない」は高い割合となっていますが、「保育所（・幼稚園（・認定こども

園等に通っている」ことを理由に挙げている割合が高くなっています。（問 14-1[本編 P31]）  

29.0 

1.6 

69.3 

0.4 

11.6 

3.2 

85.3 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域子育て支援拠点事業

その他類似の事業

利用していない

不明・無回答

今回調査（N=1,030） 前回調査（N=1,155）
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7.3  

0.7  

9.6  

3.8  

26.9  

46.4  
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現在利用しているが、できれば利用日数を増や 
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現在利用していないが、できれば今後利用した 
い 

現在利用しておらず、これからも利用したいとは 
思わない 

その他 

不明・無回答 

今回調査（ N=1,030 ） 前回調査（ N=1,155 ） 
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宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

就学前 問 21 あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の

通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。（選択はいくつ

でも） 

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業についてみると、「親族・知人に

みてもらった」が 60.2％と最も高く、次いで「預けることはなかった」が 32.2％、「一時預かり（私用

など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業）」が 5.8％となっています。 

前回調査と比較して、「親族・知人にみてもらった」では 16.8ポイント高く、一方で「預けることは

なかった」では 18.3ポイント低くなっています。 

 

  

60.2 

5.8 

5.8 

1.5 

0.2 

0.1 

1.4 

32.2 

1.6 

43.4 

0.0 

0.0 

1.0 

0.1 

0.1 

2.7 

50.5 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80%

親族・知人にみてもらった

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業（トワイライトステイ）

ベビーシッター

その他

預けることはなかった

不明・無回答

今回調査（N=1,030） 前回調査（N=1,155）
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問 21で「預けることはなかった」を選ばれた方 

就学前 問 21-１ 一時預かり等を利用しなかった理由は何ですか。（選択はいくつでも） 

一時預かり等を利用しなかった理由についてみると、「特に利用する必要がない」が 64.2％と最も高

く、次いで「利用料がかかる・高い」が 23.5％、「事業の利用方法（手続き等）がわからない」が 22.6％

となっています。 

前回調査と比較して、「利用料がかかる・高い」では 11.0ポイント高く、一方で「特に利用する必要

がない」では 22.2ポイント低くなっています。 

 

 

就学前児童の一時預かり等の利用状況のアンケート調査結果から、「預けることがなかった」の割合

が減少していますが、その理由として、「特に利用する必要がない」の割合が減少している一方、「利用

料がかかる・高い」といった経済的な理由が伸びています。 

また、「利用料がわからない」「自分が事業の対象者になるのかどうかわからない」「事業の利用方法

（手続き等）がわからない」等の制度に関することがわからないという理由もまた伸びています。  

64.2 

4.2 

6.0 

6.9 

23.5 

14.5 

17.5 

22.6 

5.1 

0.3 

86.4 

2.4 

4.1 

2.7 

12.5 

8.7 

7.2 

12.0 

2.7 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日

数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからな

い

事業の利用方法（手続き等）がわからない

その他

不明・無回答

今回調査（N=332） 前回調査（N=583）
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妊娠中や出産、子育ての不安と悩みについて 

就学前 問 27 妊娠中、あるいは出産後、母親が精神的に不安定になったことはありますか。（選

択は１つ） 

妊娠中、あるいは出産後、母親が精神的に不安定になった経験についてみると、「時々あった」が 42.8％

と最も高く、次いで「よくあった」が 24.0％、「ほとんどなかった」が 23.5％となっています。 

前回調査と比較して、「よくあった」では 8.7ポイント高く、一方で「ほとんどなかった」では 3.6ポ

イント低くなっています。 

 

就学前 問 28 妊娠中や出産後のサポートとして、特にどのようなサービスが必要だと思います

か。（選択は２つまで） 

妊娠中や出産後のサポートとして、特に必要だと思うサービスについてみると、「赤ちゃんの育児相

談」が 47.2％と最も高く、次いで「買い物・食事のしたくなどの家事支援」が 31.7％、「兄弟姉妹をみ

てくれるサポート」が 31.3％となっています。 

・  

※今回調査における上位５項目表示 

妊娠中、産後に精神的な不安定を覚えたかについてのアンケート調査結果から、前回調査と比較して、

「よくあった」の割合が高くなっています。 

具体的なサポートとしては、前回調査と同様の傾向となっており、特に（「赤ちゃんの育児相談」「買い

物（・食事のしたくなどの家事支援」「兄弟姉妹をみてくれるサポート」「母親の健康面での相談」におい

て３割以上となっています。  

24.0 

15.3 

42.8 

43.5 

23.5 

27.1 

9.3 

11.5 

0.4 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=1,030）

前回調査

（N=1,155）

よくあった 時々あった ほとんどなかった

なかった 不明・無回答

47.2 

31.7 

31.3 

31.1 

11.6 

46.7 

34.9 

38.8 

30.2 

20.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

赤ちゃんの育児相談

買い物・食事のしたくなどの家事支援

兄弟姉妹をみてくれるサポート

母親の健康面での相談

子育て中の人との交流

今回調査（N=1,030） 前回調査（N=1,155）
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子供の健全な育成について 

就学前 問 29 子育てに関して不安感や負担感等を感じていますか。（選択は１つ） 

子育てに関して不安感や負担感等を感じているかについてみると、「なんとなく不安や負担を感じる」

が 39.5％と最も高く、次いで「あまり不安や負担などは感じない」が 34.4％、「非常に不安や負担を感

じる」が 10.2％となっています。 

前回調査と比較して、「非常に不安や負担を感じる」では 4.0ポイント高く、一方で「なんともいえな

い（わからない）」では 3.5ポイント低くなっています。 

 

  

10.2 

6.2 

39.5 

37.0 

34.4 

35.1 

6.9 

8.0 

8.1 

11.6 

1.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=1,030）

前回調査

（N=1,155）

非常に不安や負担を感じる

なんとなく不安や負担を感じる

あまり不安や負担などは感じない

まったく感じない

なんともいえない（わからない）

不明・無回答
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小学生 問 19 子育てに関して不安感や負担感等を感じていますか。（選択は１つ） 

子育てに関する不安感や負担感等についてみると、「なんとなく不安や負担を感じる」が 43.5％と最

も高く、次いで「あまり不安や負担などは感じない」が 31.7％、「非常に不安や負担を感じる」が 13.1％

となっています。 

前回調査と比較して、「なんとなく不安や負担を感じる」では 9.2ポイント高く、一方で「なんともい

えない（わからない）」では 5.7ポイント低くなっています。 

 
 

就学前児童保護者、小学生保護者ともに、不安や負担を感じる割合が高くなっています。 

また、小学生保護者が抱える子育てに関して、日頃悩んでいること、気になることの調査結果から、

割合は高くないものの、（「子供の登校拒否などの問題」「子育てのストレス等から、子供に手を上げたり、

叱り過ぎたり、世話をしなかったりしてしまうこと」について、前回調査よりも高まっていることも注

意が必要です。 

  

13.1 

6.5 

43.5 

34.3 

31.7 

31.7 

4.6 

7.0 

6.9 

12.6 

0.3 

7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=697）

前回調査

（N=688）

非常に不安や負担を感じる

なんとなく不安や負担を感じる

あまり不安や負担などは感じない

まったく感じない

なんともいえない（わからない）

不明・無回答
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小学生 問 20 子育てに関して、日頃悩んでいること、または、気になることはどのようなことで

すか。（選択はいくつでも） 

子育てに関して、日頃悩んでいること、気になることについてみると、「子供の教育に関すること」が

53.8％と最も高く、次いで「子育てにかかる出費がかさむこと」が 45.3％、「子供の友だちづきあい（い

じめ等を含む）に関すること」が 37.4％となっています。 

前回調査と比較して、「子供との接し方に自信が持てないこと」では 9.8ポイント、「子育てによる身

体の疲れが大きいこと」で 8.8ポイント高くなっています。 

  

29.6 

25.1 

4.2 

19.4 

23.7 

53.8 

37.4 

5.9 

11.5 

9.9 

6.7 

3.3 

23.2 
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22.2 

45.3 
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6.0 

1.0 

24.0 

20.2 

1.7 

9.6 

22.7 

48.4 

36.9 

2.9 

12.2 

8.4 

4.1 

1.7 

17.0 

6.8 

6.5 

13.4 

39.7 

2.2 

7.7 

4.2 

7.6 

7.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児のことがよくわからないこと

子供との接し方に自信が持てないこと

子供と過ごす時間が十分とれないこと

子供の教育に関すること

子供の友だちづきあい（いじめ等を含む）に関す

ること

子供の登校拒否などの問題

子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少

ないこと

配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合

わないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場な

どまわりの見る目が気になること

子育てに関して話し相手や相談相手がいないこ

と

仕事や自分のやりたいこと、夫婦で楽しむことな

ど自分の時間が十分とれないこと

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれ

る人がいないこと

子育てのストレス等から、子供に手を上げたり、

叱り過ぎたり、世話をしなかったりしてしまうこと

子育てによる身体の疲れが大きいこと

子育てにかかる出費がかさむこと

子育てが大変なことを身近な人が理解してくれ

ないこと

住居が狭いこと

その他

負担に思うことはない

不明・無回答

今回調査（N=697） 前回調査（N=688）
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施策全般について 

就学前 問 35 あなたは、今後も和歌山市に住み続けたいと思いますか。（選択は１つ） 

和歌山市への定住意向についてみると、「住み続けたい」が 73.1％と最も高く、次いで「わからない」

が 21.2％、「住み続けたくない」が 5.1％となっています。 

前回調査と比較して、「わからない」では 5.4ポイント高く、一方で「住み続けたい」では 4.7ポイン

ト低くなっています。 

 

 

小学生 問 29 あなたは、今後も和歌山市に住み続けたいと思いますか。（選択は１つ） 

和歌山市への定住意向についてみると、「住み続けたい」が 70.2％と最も高く、次いで「わからない」

が 24.1％、「住み続けたくない」が 5.5％となっています。 

前回調査と比較して、「わからない」では 8.3ポイント高く、一方で「住み続けたい」では 8.0ポイン

ト低くなっています。 

 
 

定住意向についてのアンケート調査から、就学前児童保護者、小学生保護者ともに、定住意向（（「住み

続けたい」）の割合は前回調査と比較して低くなっており、「わからない」の割合が高くなっています。

「住み続けたくない」の割合については、前回調査と同水準となっています。 

  

73.1 

77.8 

5.1 

5.6 

21.2 

15.8 

0.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=1,030）

前回調査

（N=1,155）

住み続けたい 住み続けたくない わからない

不明・無回答

70.2 

78.2 

5.5 

5.1 

24.1 

15.8 

0.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=697）

前回調査

（N=688）

住み続けたい 住み続けたくない わからない

不明・無回答
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就学前 問 35-２ 住み続けたくないと感じる理由は何ですか。（選択はいくつでも） 

住み続けたくないと感じる理由についてみると、「まちに活気や魅力が感じられない」が 62.3％と最

も高く、次いで「両親、親戚、親しい人が市外に住んでいる」「ショッピングやレジャーに不便」がとも

に 47.2％となっています。 

前回調査と比較して、「子育て支援等の環境がよくない」では 25.3ポイント高く、一方で「両親、親

戚、親しい人が市外に住んでいる」では 11.3ポイント低くなっています。 

 

 

  

11.3 

47.2 

5.7 

45.3 

15.1 

62.3 

15.1 

26.4 

47.2 

18.9 

15.1 

45.3 

15.1 

0.0 

7.7 

58.5 

9.2 

44.6 

18.5 

55.4 

15.4 

10.8 

36.9 

10.8 

7.7 

20.0 

20.0 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80%

自分や家族の勤め先が市外にある

両親、親戚、親しい人が市外に住んでいる

緑が少なく、自然環境がよくない

通勤・通学など交通環境が不便

職場が少なく、働き口が見つからない

まちに活気や魅力が感じられない

図書館などの教育・文化環境がよくない

各種医療施設が整っていない

ショッピングやレジャーに不便

近所づきあいがわずらわしい

家賃や住宅面積など、住宅事情がよくない

子育て支援等の環境がよくない

その他

不明・無回答

今回調査（N=53） 前回調査（N=65）
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問 35-２ × 問 31 子育てに関して、日頃悩んでいること、または、気になること 

子育てに関して、日頃悩んでいること、または、気になることについて、「子育て支援等の環境がよく

ない」と回答した人では[1．病気や発育・発達に関すること]、[2．食事や栄養に関すること]、[5．子

供と過ごす時間が十分とれないこと]、[6．子供の教育に関すること]、[9．子育てに関して配偶者・パ

ートナーの協力が少ないこと]、[11．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場などまわりの見る

目が気になること]、[14．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと]、[15．

子育てのストレス等から、子供に手を上げたり、叱り過ぎたり、世話をしなかったりしてしまうこと]、

[16．子育てによる身体の疲れが大きいこと]、[17．子育てにかかる出費がかさむこと]、[18．子育てが

大変なことを身近な人が理解してくれないこと]、[19．住居が狭いこと]が、「子育て支援等の環境がよ

くない」とは回答しなかった人よりも 10ポイント以上高くなっています。 

  

はい いいえ
不明・無
回答

はい いいえ
不明・無
回答

「はい」の
差分

「いいえ」
の差分

1．病気や発育・発達に関すること 54.2 45.8 0.0 41.4 58.6 0.0 12.8 -12.8

2．食事や栄養に関すること 54.2 45.8 0.0 37.9 62.1 0.0 16.2 -16.2

3．育児のことがよくわからないこと 12.5 87.5 0.0 13.8 86.2 0.0 -1.3 1.3

4．子供との接し方に自信が持てないこと 25.0 75.0 0.0 17.2 82.8 0.0 7.8 -7.8

5．子供と過ごす時間が十分とれないこと 41.7 58.3 0.0 20.7 79.3 0.0 21.0 -21.0

6．子供の教育に関すること 54.2 45.8 0.0 34.5 65.5 0.0 19.7 -19.7

7．子供の友だちづきあい（いじめ等を含む）に関す
ること

25.0 75.0 0.0 20.7 79.3 0.0 4.3 -4.3

8．子供の登所・登園拒否などの問題 12.5 87.5 0.0 6.9 93.1 0.0 5.6 -5.6

9．子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少
ないこと

20.8 79.2 0.0 10.3 89.7 0.0 10.5 -10.5

10．配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合
わないこと

12.5 87.5 0.0 10.3 89.7 0.0 2.2 -2.2

11．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場
などまわりの見る目が気になること

20.8 79.2 0.0 3.4 96.6 0.0 17.4 -17.4

12．子育てに関して話し相手や相談相手がいない
こと

16.7 83.3 0.0 10.3 89.7 0.0 6.3 -6.3

13．仕事や自分のやりたいこと、夫婦で楽しむこと
など自分の時間が十分とれないこと

33.3 66.7 0.0 27.6 72.4 0.0 5.7 -5.7

14．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってく
れる人がいないこと

25.0 75.0 0.0 13.8 86.2 0.0 11.2 -11.2

15．子育てのストレス等から、子供に手を上げたり、
叱り過ぎたり、世話をしなかったりしてしまうこと

37.5 62.5 0.0 17.2 82.8 0.0 20.3 -20.3

16．子育てによる身体の疲れが大きいこと 58.3 41.7 0.0 34.5 65.5 0.0 23.9 -23.9

17．子育てにかかる出費がかさむこと 62.5 37.5 0.0 41.4 58.6 0.0 21.1 -21.1

18．子育てが大変なことを身近な人が理解してくれ
ないこと

16.7 83.3 0.0 3.4 96.6 0.0 13.2 -13.2

19．住居が狭いこと 25.0 75.0 0.0 10.3 89.7 0.0 14.7 -14.7

20．その他 8.3 91.7 0.0 0.0 100.0 0.0 8.3 -8.3

21．負担に思うことはない 0.0 100.0 0.0 6.9 93.1 0.0 -6.9 6.9

②「子育て支援等の環境がよ
くない」と回答しなかった人

①「子育て支援等の環境がよ
くない」と回答した人問31　子育てに関して、日頃悩んでいること、また

は、気になること

①-②
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小学生 問 29-２ 住み続けたくないと感じる理由は何ですか。（選択はいくつでも） 

住み続けたくないと感じる理由についてみると、「通勤・通学など交通環境が不便」が 50.0％と最も

高く、次いで「両親、親戚、親しい人が市外に住んでいる」が 47.4％、「子育て支援等の環境がよくな

い」が 44.7％となっています。 

前回調査と比較して、「子育て支援等の環境がよくない」では 19.0ポイント高く、一方で「まちに活

気や魅力が感じられない」では 20.8ポイント低くなっています。 

 

  

13.2 

47.4 

5.3 

50.0 

18.4 

42.1 

21.1 

18.4 

39.5 

13.2 

10.5 

44.7 

18.4 

0.0 

11.4 

45.7 

2.9 

42.9 

28.6 

62.9 

20.0 

11.4 

25.7 

14.3 

11.4 

25.7 

22.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

自分や家族の勤め先が市外にある

両親、親戚、親しい人が市外に住んでいる

緑が少なく、自然環境がよくない

通勤・通学など交通環境が不便

職場が少なく、働き口が見つからない

まちに活気や魅力が感じられない

図書館などの教育・文化環境がよくない

各種医療施設が整っていない

ショッピングやレジャーに不便

近所づきあいがわずらわしい

家賃や住宅面積など、住宅事情がよくない

子育て支援等の環境がよくない

その他

不明・無回答

今回調査（N=38） 前回調査（N=35）
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問 29-２ × 問 20 子育てに関して、日頃悩んでいること、または、気になること 

子育てに関して、日頃悩んでいること、または、気になることについて、「子育て支援等の環境がよく

ない」と回答した人では[1．病気や発育・発達に関すること]、[2．食事や栄養に関すること]、[7．子

供の友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること]が、「子育て支援等の環境がよくない」とは回答

しなかった人よりも 10ポイント以上高くなっています。 

 

 

就学前児童保護者では、住み続けたくないと感じる理由として、「まちに活気や魅力が感じられない」

が前回調査と同様最も高くなっています。今回調査において、「子育て支援等の環境が良くない」につい

ては 25 ポイント以上高くなっており、前回調査の倍以上の割合となっています。 

小学生保護者では、（「子育て支援等の環境が良くない」については前回調査と比較して 19ポイント高

くなっており、就学前児童保護者と同様に前回調査結果よりも非常に高い水準となっています。 

「子育て支援等の環境がよくない」と回答した方のうち、（ [1．病気や発育・発達に関すること]、[2．

食事や栄養に関すること]については就学前児童保護者、小学生保護者共通で悩みや気になることとし

て高い割合となっています。  

はい いいえ
不明・無
回答

はい いいえ
不明・無
回答

「はい」の
差分

「いいえ」
の差分

1．病気や発育・発達に関すること 52.9 35.3 11.8 33.3 66.7 0.0 19.6 -31.4

2．食事や栄養に関すること 35.3 52.9 11.8 14.3 85.7 0.0 21.0 -32.8

3．育児のことがよくわからないこと 11.8 76.5 11.8 9.5 90.5 0.0 2.2 -14.0

4．子供との接し方に自信が持てないこと 17.6 70.6 11.8 19.0 81.0 0.0 -1.4 -10.4

5．子供と過ごす時間が十分とれないこと 23.5 64.7 11.8 19.0 81.0 0.0 4.5 -16.2

6．子供の教育に関すること 41.2 47.1 11.8 66.7 33.3 0.0 -25.5 13.7

7．子供の友だちづきあい（いじめ等を含む）に関す
ること

41.2 47.1 11.8 28.6 71.4 0.0 12.6 -24.4

8．子供の登校拒否などの問題 0.0 88.2 11.8 9.5 90.5 0.0 -9.5 -2.2

9．子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少
ないこと

11.8 76.5 11.8 4.8 95.2 0.0 7.0 -18.8

10．配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合
わないこと

11.8 76.5 11.8 4.8 95.2 0.0 7.0 -18.8

11．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場
などまわりの見る目が気になること

5.9 82.4 11.8 9.5 90.5 0.0 -3.6 -8.1

12．子育てに関して話し相手や相談相手がいない
こと

11.8 76.5 11.8 9.5 90.5 0.0 2.2 -14.0

13．仕事や自分のやりたいこと、夫婦で楽しむこと
など自分の時間が十分とれないこと

29.4 58.8 11.8 28.6 71.4 0.0 0.8 -12.6

14．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってく
れる人がいないこと

11.8 76.5 11.8 14.3 85.7 0.0 -2.5 -9.2

15．子育てのストレス等から、子供に手を上げたり、
叱り過ぎたり、世話をしなかったりしてしまうこと

0.0 88.2 11.8 23.8 76.2 0.0 -23.8 12.0

16．子育てによる身体の疲れが大きいこと 35.3 52.9 11.8 33.3 66.7 0.0 2.0 -13.7

17．子育てにかかる出費がかさむこと 47.1 41.2 11.8 42.9 57.1 0.0 4.2 -16.0

18．子育てが大変なことを身近な人が理解してくれ
ないこと

0.0 88.2 11.8 0.0 100.0 0.0 0.0 -11.8

19．住居が狭いこと 17.6 70.6 11.8 19.0 81.0 0.0 -1.4 -10.4

20．その他 5.9 82.4 11.8 4.8 95.2 0.0 1.1 -12.9

21．負担に思うことはない 5.9 82.4 11.8 0.0 100.0 0.0 5.9 -17.6

問20　子育てに関して、日頃悩んでいること、また
は、気になること

①「子育て支援等の環境がよ
くない」と回答した人

②「子育て支援等の環境がよ
くない」と回答しなかった人

①-②



18 

 

小学生・中学生・高校生対象ニーズ調査 

１．回答者の性別や学年などについて 

問６ 学校へは行きたいと思っていますか。（○は１つ） 

学校に行きたいかについてみると、「まあまあ行きたいと思う」が 52.9％と最も高く、次いで「とて

も行きたいと思う」が 34.0％、「あまり行きたいと思わない」が 11.0％となっています。 

小学生では「まあまあ行きたいと思う」が 49.9％、中学生では「まあまあ行きたいと思う」が 50.4％、

高校生では「まあまあ行きたいと思う」が 61.4％となっています。 

 

学校に（ 行きたいと思う』（「とても行きたいと思う」「まあまあ行きたいと思う」）の合計は 86.9％と、

前回調査と比較して 6.3 ポイント高くなっています。一方、学校に行きたくない理由として、「友だち

との関係がうまくいかなかった」が依然高い割合となっていますが、「勉強がわからない」の割合が前回

調査と比較して高い割合となっています。 

  

34.0 

27.3 

52.9 

53.3 

11.0 

13.1 

1.3 

3.4 

0.8 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=911）

前回調査

（N=970）

とても行きたいと思う まあまあ行きたいと思う

あまり行きたいと思わない まったく行きたいと思わない

不明・無回答
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問６で「あまり行きたいと思わない」「まったく行きたいと思わない」を選んだ方におうかがいします。 

問 6-2 あなたが学校に行きたくないと思うようになったきっかけは何ですか。（○はいくつでも） 

学校に行きたくないと思うようになったきっかけについてみると、「友だちとの関係がうまくいかな

かった」が 33.9％と最も高く、次いで「勉強がわからない」が 26.8％となっています。 

小学生では「友だちとの関係がうまくいかなかった」が 34.2％、中学生では「友だちとの関係がうま

くいかなかった」が 32.6％、高校生では「友だちとの関係がうまくいかなかった」が 35.7％となってい

ます。 

 

 

  

16.1 

33.9 

0.9 

1.8 

8.9 

26.8 

17.0 

29.5 

5.4 

16.9 

33.8 

6.9 

1.3 

6.3 

20.0 

15.0 

38.1 

5.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校になじめなかった

友だちとの関係がうまくいかなかった

家族との関係がうまくいかなかった

病気のため

先生との関係がうまくいかなかった

勉強がわからない

ほかにやりたいことができた

その他

不明・無回答

今回調査（N=112） 前回調査（N=160）

N=
学校になじ
めなかった

友だちとの
関係がうま
くいかな
かった

家族との関
係がうまく
いかなかっ
た

病気のため

先生との関
係がうまく
いかなかっ
た

勉強がわ
からない

ほかにやり
たいことが
できた

その他
不明・無回
答

小学生（N=38） 15.8 34.2 0.0 2.6 10.5 28.9 15.8 26.3 2.6

中学生（N=46） 10.9 32.6 0.0 0.0 8.7 26.1 15.2 34.8 8.7

高校生（N=28） 25.0 35.7 3.6 3.6 7.1 25.0 21.4 25.0 3.6
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２．日常生活の様子やふだん思っていることについて 

問 13 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「1」（まったく満足し

ていない）から「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。（○は１つ） 

最近の生活の満足度についてみると、「10（十分に満足している）」が 25.6％と最も高く、次いで「8」

が 21.2％、「9」が 14.7％となっています。 

小学生では「10（十分に満足している）」が 30.3％、中学生では「8」が 24.5％、高校生では「10（十

分に満足している）」が 23.3％となっています。 

 

 

・  

 

 

  

0.5 

0.2 

1.1 

3.1 

9.2 

9.2 

14.3 

21.2 

14.7 

25.6 

0.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１（まったく満足していない）

2

3

4

5

6

7

8

9

10（十分に満足している）

不明・無回答

今回調査（N=911）

不満 満足

N= 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

小学生（N=353） 0.6 0.3 1.4 2.3 7.4 10.8 12.5 18.1 16.1 30.3

中学生（N=335） 0.3 0.3 0.9 3.0 10.4 9.0 14.9 24.5 13.7 22.1

高校生（N=223） 0.9 0.0 0.9 4.5 10.3 7.2 16.1 21.1 13.9 23.3

全体 小学生 中学生 高校生
有効回答 903 352         332         219         

合計 7,065 2812 2567 1686
平均値 7.82 7.99 7.73 7.70
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問 13 × 問７-１ （家族と）主にどんなことを話しますか。[本編 P166] 

家族と主にどのようなことを話すかについて、生活の満足度が平均値以上の人では[1．学校のこと]、

[2．友だちのこと]、[4．最近の出来事]、[5．自分が興味を持っていること]が平均値以下の人よりも 10

ポイント以上高くなっています。 

 

 

問 13 × 問 8-１ （現在抱えている悩みは）どのような悩みですか。[本編 P168] 

現在抱えている悩みについて、生活の満足度が平均値以上の人では[1．勉強や成績のこと]、[3．将来

やこれからのこと]、[5．友だちのこと]、[11．自分の性格やくせのこと]が平均値以下の人よりも 10ポ

イント以上低くなっています。 

 

  

平均値以上 平均値以下 差分
1．学校のこと 77.7 55.4 22.3
2．友だちのこと 66.6 51.0 15.6
3．将来のこと 26.6 23.0 3.6
4．最近の出来事 83.0 70.3 12.8
5．自分が興味を持っていること 43.9 33.5 10.4
6．その他 5.0 6.7 -1.7
不明・無回答 0.0 0.0 0.0

問7-1　主にどんなことを話しますか。
問13　生活の満足度

平均値以上 平均値以下 差分
1．勉強や成績のこと 18.2 31.2 -13.0
2．遊びのこと 2.1 2.6 -0.5
3．将来やこれからのこと 14.3 25.1 -10.8
4．家族のこと 1.8 2.6 -0.8
5．友だちのこと 4.1 16.0 -11.9
6．異性のこと 0.9 2.6 -1.7
7．学校のこと 1.8 9.9 -8.1
8．塾や習い事のこと 5.2 9.0 -3.9
9．お金のこと 4.6 7.6 -2.9
10．性のこと 0.7 1.7 -1.0
11．自分の性格やくせのこと 5.7 18.4 -12.7
12．自分の顔や見た目のこと 5.5 13.4 -7.9
13．体や健康のこと 3.4 5.8 -2.4
14．いじめのこと 0.5 1.5 -0.9
15．その他 0.9 2.0 -1.1
不明・無回答 67.3 44.0 23.3

問8-1　どのような悩みですか。
問13　生活の満足度



22 

 

問 13 × 問９ 自分の悩んでいることを相談できる人はだれですか。[本編 P170] 

悩みを相談できる人について、生活の満足度が平均値以上の人では[1．お父さん]、[2．お母さん]、

[3．兄弟・姉妹]、[4．その他の家族や親せき]、[5．学校の先生]、[6．友だちや先輩]が平均値以下の

人よりも 10ポイント以上高くなっています。 

 

 

生活の満足度が高い人は、家族といろんな話題で会話をしていることがわかります。 

また、相談できる相手も生活の満足度が低い人と比べて[1．お父さん]、[2．お母さん]、[3．兄弟・

姉妹]、[4．その他の家族や親せき]、[5．学校の先生]、[6．友だちや先輩]など、多様な関係性の人と

相談ができる関係が築けていることがわかります。 

一方、生活の満足度が低い人が抱えている悩みについては、[1．勉強や成績のこと]、[3．将来やこれ

からのこと]、[5．友だちのこと]、[11．自分の性格やくせのこと]が比較的高い割合となっています。 

  

平均値以上 平均値以下 差分
1．お父さん 48.8 25.4 23.4
2．お母さん 79.8 62.1 17.7
3．兄弟・姉妹 35.5 18.7 16.9
4．その他の家族や親せき 21.3 7.3 14.0
5．学校の先生 37.1 17.2 19.9
6．友だちや先輩 63.9 49.0 14.9
7．電話等で悩みを聞いてくれるところ 3.4 1.5 1.9
8．相談できる人はいない 2.1 9.3 -7.2
9．その他 1.3 2.3 -1.1
不明・無回答 0.0 0.0 0.0

問９　自分の悩んでいることを相談で
きる人はだれですか。

問13　生活の満足度
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４．全般について 

中学生・高校生のみお答えください 

問 25 将来の家庭に対する考えとして、あなたの考えに最も当てはまるものは次のうちどれです

か。（それぞれ○は１つ） 

①いつかは結婚して家庭を持ちたい  

結婚して家庭をもちたいと思うかについてみると、「そう思う」が 43.7％と最も高く、次いで「やや

そう思う」が 28.7％、「あまりそう思わない」が 18.3％となっています。 

 

 

 

問 25① × 問７-１ （家族と）主にどんなことを話しますか。 

家族と主にどのようなことを話すかについて、いつかは結婚して家庭を持ちたいと 思う』（「そう思

う」「ややそう思う」の合計）と回答した人では[1．学校のこと]、[2．友だちのこと]、[3．将来のこと]

が、 思わない』（「あまりそう思わない」「全くそう思わない」の合計）と回答した人よりも 10ポイント

以上高くなっています。 

 

  

43.7 

50.7 

28.7 

31.9 

18.3 

12.1 

6.5 

3.6 

2.9 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=558）

前回調査

（N=605）

そう思う ややそう思う

あまりそう思わない 全くそう思わない

不明・無回答

N= そう思う
ややそう思
う

あまりそう
思わない

全くそう思
わない

不明・無回
答

中学生（N=335） 40.0 33.7 19.4 5.1 1.8

高校生（N=223） 49.3 21.1 16.6 8.5 4.5

『思う』と回答
した人

『思わない』と
回答した人

差分

1．学校のこと 69.8 58.7 11.1
2．友だちのこと 65.6 45.7 19.9
3．将来のこと 32.4 20.3 12.1
4．最近の出来事 80.2 73.2 7.0
5．自分が興味を持っていること 36.9 38.4 -1.5
6．その他 3.2 6.5 -3.3

問7-1　主にどんなことを話しますか。
①いつかは結婚して家庭を持ちたい
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問 25① × 問 10 あなたには、放課後や休日を過ごすとき、落ち着いて居心地よくいられる場

所がありますか。 

放課後や休日の居場所について、いつかは結婚して家庭を持ちたいと 思う』と回答した人では[4．

友だちの家]が、 思わない』と回答した人よりも 10.0ポイント高くなっています。 

一方、[13．インターネットを通じたゲームや交流の場]では 思う』と回答した人は、 思わない』と

回答した人よりも 10.9ポイント低くなっています。 

 

 

  

『思う』と回答
した人

『思わない』と
回答した人

差分

1．自宅の自分の部屋 89.4 89.1 0.2

2．自宅の自分の部屋以外 41.8 34.1 7.8

3．祖父母や親せきの家 22.5 15.9 6.6

4．友だちの家 25.2 15.2 10.0

5．学校の教室 7.4 5.8 1.6

6．学校の教室以外の場所（保健室・
図書室など）

1.7 4.3 -2.6

7．学童保育 0.2 0.0 0.2

8．塾や習い事 6.9 4.3 2.6

9．学校の部活動 20.0 12.3 7.7

10．地域のスポーツクラブやスポーツ
少年団

3.2 2.9 0.3

11．公園などの屋外 10.4 9.4 1.0

12．ショッピングセンターやファースト
フードなどのお店

15.8 10.1 5.7

13．インターネットを通じたゲームや
交流の場

9.4 20.3 -10.9

14．そういう場所は特にない 0.7 0.7 0.0

15．その他 0.5 0.7 -0.2

不明・無回答 0.2 0.0 0.2

問10　あなたには、放課後や休日を
過ごすとき、落ち着いて居心地よくい

られる場所がありますか。

①いつかは結婚して家庭を持ちたい
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問 25① × 問 16 将来に対して、特にどのようなことに不安を感じますか。 

将来に対する不安について、いつかは結婚して家庭を持ちたいと 思う』と回答した人では[3．お金

のこと]が、 思わない』と回答した人よりも 10.5ポイント低くなっています。 

 

 

いつかは結婚して家庭を持ちたいと思う人の割合は、前回調査と比較して低くなっており、少子化対

策が必要とされる中、深刻な課題が浮き彫りとなりました。 

いつかは結婚して家庭を持ちたいと思う人と、思わない人について分析すると、家族を持ちたいと思

う人は、家族との会話において[1．学校のこと]、[2．友だちのこと]、[3．将来のこと]など、多様な会

話をしている傾向がみられます。 

また、放課後や休日を過ごすとき、落ち着く場所としては、家族を持ちたいと思わない人では、[13．

インターネットを通じたゲームや交流の場]の割合が高くなっており、インターネット環境が身近な世

代にとって、注目すべきポイントです。 

将来に対する不安について、家族を持ちたいと思わない人では、[3．お金のこと]の割合が高くなっ

ており、経済的な不安が家族を持つことについて影響を与えていると考えられます。 

  

『思う』と回答
した人

『思わない』と
回答した人

差分

1．進路・進学のこと 70.0 63.0 7.0
2．就職・仕事のこと 61.4 61.6 -0.2
3．お金のこと 36.6 47.1 -10.5
4．親のこと 6.2 5.1 1.1
5．自分の健康のこと 12.4 11.6 0.8
6．結婚のこと 10.6 1.4 9.2
7．生きがいについて 11.1 13.8 -2.6
8．友だちなどの人間関係のこと 20.0 22.5 -2.4
9．世の中のできごとについて 9.4 11.6 -2.2
10．孤立やひきこもりのこと 5.7 6.5 -0.8
11．よくわからない不安 12.9 18.1 -5.2
12．特に不安はない 8.7 9.4 -0.8
13．その他 0.5 0.0 0.5
不明・無回答 0.0 0.0 0.0

①いつかは結婚して家庭を持ちたい
問16　将来に対して、特にどのような

ことに不安を感じますか。
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総括 

就学前児童・小学生児童の保護者対象アンケート 

１．共働き家庭の増加と育児休業の取得率の向上 

調査結果から、共働き家庭の増加と両親の育児休業

取得率の上昇が確認されました。 

２． 地域子育て支援拠点の利用 

地域子育て支援拠点の利用率が上昇し、利用意向も

高まっています。 

地域子育て支援拠点は、親同士の交流や情報交換の

場として機能しており、孤立しがちな子育て中の親に

とって重要な支援リソースとなっています。 

３．経済的負担軽減と制度についての周知徹底 

就学前児童の一時預かりサービス利用に関して、経

済的理由や制度の理解不足によって、利用していない

ケースがみられます。 

行政や施設側が利用者目線に立った情報提供やサポ

ートを強化する必要があります。 

４．精神的な不安とサポートの必要性 

妊娠中や産後の精神的不安が増加しており、具体的

なサポートが求められています。 

具体的には、「育児相談」「家事支援」「兄弟姉妹のケ

ア」「母親の健康相談」等が重要であり、地域や行政に

よる育児相談窓口の拡充や訪問型家事支援サービスの

提供が効果的です。 

５．子育てに対する不安とストレス 

小学生の保護者が抱える子育ての悩みとして、「子供

の教育に関すること」が前回調査に引き続き高い割合

となっています。 

一方で、「登校拒否」や「子育てストレスによる虐待」

等についても割合としては少ないものの、前回調査か

ら割合が高くなっていることにも注意が必要です。 

６．定住意向の低下 

就学前児童・小学生の保護者ともに、定住意向が低

下しています。「まちに活気や魅力が感じられない」「子

育て支援環境が良くない」と感じる理由が挙げられて

います。 

特に「子育て支援環境が良くない」という回答が増

えており、保育や教育環境の改善が必要です。 
 

小学生・中学生・高校生対象調査 

１．学校生活と友人関係 

学校に「行きたいと思う」子どもの割合が

増加していますが、「友だちとの関係がうま

くいかなかった」や「勉強がわからない」な

どの理由で学校に行きたくない子供も依然

として存在します。 

文部科学省の「子供の生活・学びに関する

調査」によると、友人関係や学業の悩みが子

どもの学校生活に大きな影響を与えていま

す。これに対して、学校内でのカウンセリン

グや学習支援の強化が求められます。 

２．家族とのコミュニケーション 

生活の満足度が高い子供は、家族との多

様な会話ができていることがわかります。 

一方、生活の満足度が低い子供は、勉強や

将来のこと、友人関係など多くの悩みを抱

えています。家族とのコミュニケーション

が生活の満足度に与える影響は大きく、家

庭内での対話を促進するための施策が必要

です。 

４．将来に対する意識 

「いつかは結婚して家庭を持ちたい」と

思う子供の割合が減少しています。これは、

経済的不安や将来に対する不確実性が影響

していると考えられます。 

内閣府の「令和２年少子化社会対策白書」

によると、若者の将来に対する不安が結婚

や子育てへの消極的な態度に繋がっていま

す。経済的支援や将来に対する安心感を提

供する政策が必要です。 
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各調査からのまとめ 

１ 子育て支援の強化 

共働き家庭の増加に対応するため、保育環境の充実と質の向上が必要です。 

 

２ 経済的負担の軽減 

保育料や一時預かりサービスの費用負担を軽減し、制度の周知を徹底することが重要です。 

 

３ 精神的サポートの提供 

妊娠中や産後の母親に対するメンタルヘルスケアの充実が求められます。 

 

４ 子育てストレスの軽減 

保護者のストレスを軽減するためのメンタルヘルス支援やカウンセリングの提供が必要です。 

 

５ 定住意向の向上 

地域の魅力や子育て支援環境を改善し、定住意向を高める施策が求められます。 

 

６ 学校生活の支援 

学校内でのカウンセリングや学習支援を強化し、子供が安心して学校生活を送れる環境を整えること

が重要です。 

 

７ 将来に対する安心感の提供 

若者が将来に対する不安を抱かないよう、経済的支援や職業支援を強化し、結婚（・出産（・子育てに対

する気運の醸成を図ることが重要です。 

 


